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Ⅰ．てん菜を取り巻く情勢
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直播率 12.0% 11.9% 13.0% 14.3% 17.7% 19.4% 22.2% 23.7% 25.7% 27.9% 31.2% 35.5％ 40.2% 44.3% 50.3%

（ha） （戸）

１．令和6年産 原料てん菜作付面積・戸数

〇てん菜の作付は、令和６年産は前年比▲2,234ha、令和５年産は前年比▲4,101haとなり、直近２か年
で▲6,335haもの作付面積が減少。

〇令和６年産の耕作者数は、前年比▲260戸減の5,973戸となった。
〇てん菜全体の作付に占める直播の割合は、令和6年産で50.3%と約半数が直播栽培へ移行している。
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交付対象数量

（t） 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 640,000 620,000
(＋20,000)

600,000
(＋20,000)

580,000
(＋20,000)

産糖量
(t) 466,488 564,670 556,298 551,340 607,976 677,222 505,193 651,155 614,718 651,655 631,241 639,985 562,341 457,537 (538,000)

差(t) 173,512 75,330 83,702 88,660 32,024 ▲37,222 134,807 ▲11,155 25,282 ▲11,655 8,759 15 57,659 142,463 42,000

（t/ha） （％）

２．てん菜の単収・糖分・産糖量の推移について

〇生産性の向上により、近年は単収が60㌧を超える年が続いており、令和6年産の単収は近年に稀にみる
高水準となった。
〇生育は平年並みの状況で推移していたが、７月以降気温が高く推移したことから、病害の発生が平年より
多い状況となり、令和６年産原料てん菜の全道総体の収量は71.3ｔ/ha、糖分は15.7％となった。産糖量
は538千ｔが見込まれている。

※令和６年12月 農林水産省公表値。
※交付対象数量の（＋）内は特例数量
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＜参考＞令和6年産 原料てん菜生産実績（工場・事業所別） ※データは公的機関含む

耕作者 1戸当り ha当たり 総生産量 買入 みなし

戸　数 内直播 (直播率) 面　 積 収量 糖分 産糖量

(戸) (ha) (ha) (ha/戸) (t/ha) （t） (%) （t）

日　　甜 芽　室 1,607 12,660.71 7,709.88 60.9% 7.88 76.8 972,484 15.7 153,057 10月5日 ～ 12月30日

美　幌 474 4,778.45 1,996.56 41.8% 10.08 71.3 340,915 15.4 52,442 10月3日 ～ 12月28日

士　別 680 3,595.22 2,771.08 77.1% 5.29 72.6 261,059 15.7 40,988 10月5日 ～ 12月23日

小　計 2,761 21,034.38 12,477.52 59.3% 7.62 75.1 1,574,458 15.7 246,487

ホクレン 中斜里 1,091 11,573.02 1,681.45 14.5% 10.61 71.7 829,593 15.6 129,625 10月11日 ～ 12月26日

清　水 511 4,632.20 2,098.04 45.3% 9.06 68.5 317,105 16.1 51,153 10月15日 ～ 12月15日

小　計 1,602 16,205.22 3,779.49 23.3% 10.12 70.8 1,146,698 15.8 180,778

北　　糖 北　見 556 3,906.98 2,716.64 69.5% 7.03 62.7 245,088 15.7 38,457 10月10日 ～ 12月24日

道　南 593 3,445.87 2,290.28 66.5% 5.81 64.3 221,729 15.9 35,183 10月12日 ～ 12月24日

本　別 461 4,254.23 3,322.78 78.1% 9.23 69.8 296,854 15.6 46,432 10月5日 ～ 12月30日

小　計 1,610 11,607.08 8,329.70 71.8% 7.21 65.8 763,671 15.7 120,072

5,973 48,846.68 24,586.71 50.3% 8.18 71.3 3,484,827 15.7 547,337

2,579 21,547.14 13,130.70 60.9% 8.35 73.6 1,586,443 15.8 250,642

2,121 20,258.45 6,394.65 31.6% 9.55 69.9 1,415,596 15.6 220,524

1,273 7,041.09 5,061.36 71.9% 5.53 68.6 482,788 15.8 76,171

作付面積

受入開始～終了

全　 道 　計

十  　　　勝

オホーツク

道 央・道 南
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３．てん菜糖の産糖量・期末在庫の推移と分蜜糖の消費動向について

〇令和５年産てん菜は、夏以降の異常ともいえる高温多湿の影響により、糖分取引開始以降最低の糖度とな
り、産糖量は糖分取引開始以降最低であった平成22年産（46.6万㌧）を下回る44.8万㌧となった。
〇てん菜糖の在庫は、令和４SY末で124千㌧まで減少した。
〇令和５SYのてん菜糖期末在庫は適正在庫量（8.5万トン）を下回る7.6万㌧となる見込みであり、在庫問
題は解消。
〇分蜜糖の消費量は、増加の要因として引き続きインバウンド需要の増加など人流増に伴う経済活動の回復
が見込まれる一方で、減少の要因として、低甘味嗜好、人口減少等の影響が想定されることを勘案し、令和
６SYは 1,750千㌧となる見通し。
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※農林水産省資料をもとに、中央会作成
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４．交付対象数量と指標面積について

〇砂糖の消費量が減少する中、てん菜糖業の在庫量が増大し、厳しい経営状況にあるとともに、てん菜生産を支える
糖価調整制度の調整金収支についても累積赤字が増大。

〇このような状況が続けば、持続的なてん菜生産が困難となるおそれがあるため、令和４年12月、農林水産省は、糖
価調整制度の調整金の単年度収支の黒字化に向け、令和８砂糖年度にてん菜糖の国内産糖交付金の交付対象数量を
55万トンとし、それまで段階的に交付対象数量を減らしていくことや、てん菜から加工用ばれいしょや豆類など需
要のある作物への転換、てん菜糖業の過剰在庫の解消に向けた需要拡大等の取組を推進する「持続的なてん菜生産
に向けた今後の対応について」が決定された。

〇また、作付面積が指標面積を下回る場合の交付対象数量となる特例数量が示され、令和８砂糖年度における特例数
量については、今後検討することとされた。

○産糖量については近年低糖度での生産が続いており、交付対象数量を下回っている状況である。これ以上の急激な
てん菜作付面積の減少は、輪作体系や糖業の工場運営に支障をきたすため、今後のてん菜生産基盤の維持が懸念さ
れる状況となっている。

＜てん菜方針決定後のてん菜生産の推移＞ ※令和６SY作付面積は11月ビー協確定値

産
糖
量

作
付
面
積

6

令和８SYの特例数量

✓今後検討することとされ、まだ示されていない

令和９SY以降の方向性（交付対象数量等）

✓まだ示されていない。



7

＜参考＞持続的なてん菜生産に向けた今後の対応について（令和４年12月）



５．砂糖勘定の状況について

「糖価調整制度の持続的な運営を図るための取組について」（農林水産省 令和6年度第1回甘味資源部会）より

〇糖価調整制度の砂糖勘定については、令和元砂糖年度以降、調整金収支が急激に悪化している。

〇関係者による収支改善の取組が進められているものの、国際糖価の高騰や円安の影響等により令和５
砂糖年度における単年度収支は、▲約74億円の赤字、累積赤字（期末残高）は前砂糖年度よりさらに
拡大し、▲約640億円となる見込みである。

※砂糖年度（ＳＹ）：当年１０月１日から翌年９月末日までの期間

8



６．砂糖勘定の収支改善に向けた取組について

〇農林水産省は、「近年の砂糖勘定の収支が大きく悪化した要因も踏まえつつ、制度関係者による収支
改善に向けた取組を進めることにより、糖価調整制度制度の持続的な運営を目指す必要」があるとし
ている。

〇JAグループ北海道の要請運動等の結果、以下のとおり対応が図られている。

国が考える
累積赤字の拡大要因

〇長期的な砂糖消費量の減少

〇堅調な国内産糖の生産

〇新型コロナウイルスの影響によ
る砂糖消費量の急減

〇歴史的な国際糖価の高騰・円安
による調整金単価の減少

持続的なてん菜・てん菜糖生産に向けた課題

※地区畑青対代表者緊急会議（令和４年10月28日）確認事項

現時点までの国等の対応状況（改善策）

現在のてん菜糖過剰在庫の解消
〇作付面積減少、砂糖消費の増加等により、R5SYてん菜糖期

末在庫は、適正在庫量(85千t)を下回る76千tとなる見込み。

交付対象数量における豊凶変動への対応
〇甘味資源作物の生産振興対策に「持続的なてん菜生産に向

けた今後のあり方について、関係者による検討を促進す
る。」と明記された。

２割ルール・10%ルールなど、流通・販売ルール見
直しに向けた議論

〇特になし

調整金収支改善に向けた、てん菜抑制以外の対策
（異性化糖からの調整金徴収、ＴＰＰ11の影響分な
ど国費負担の増加）

〇輸入加糖調製品の暫定税率引き下げの延長

〇異性化糖からの調整金徴収
（令和６年４月から異性化糖の換算係数について見直し）

〇R6砂糖年度指定糖調整率を39.32%(前年37.00%)に引き上げ

〇糖価調整制度安定運営緊急対策交付金として60億円を投入

てん菜糖製造コスト削減
（受入・糖分測定合理化、集荷区域・輸送費負担の
在り方など）

〇原料受け渡し・糖分測定の合理化の手法について、北海道
農産協会も交えた中で、糖業と検討を行ってきた経過にあ
り、先般、ビート糖業協会札幌支部から「糖分測定業務の
合理化に係る「サンプル採取基準の見直し」に関する検討
について」提案があったことから、関係者で協議を開始す
ることとなった。

生産構造対策（生産合理化対策）不払い問題の解決
〇令和６年産てん菜糖の国内産糖交付金単価12,689円/㌧
（うちてん菜生産合理化対策分517円/㌧）が示された。

累積赤字の改善策の一つとして
国は、「てん菜方針」を決定

(R4.12月)

(R8SYに向けて国内産糖の
交付対象数量を調整)
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①海外産の精製糖については、調整金＋関税で輸入をブロック

②海外産の粗糖から調整金を徴収し、輸入糖の価格アップ(⇒輸入糖の販売価格）

③輸入糖及び加糖調製品からの調整金（＋国費）を財源に、国内産糖の製造コストと
輸入糖の販売価格の差を交付金として交付することで、国内産糖の販売価格を下げ
ている

７．糖価調整制度の概要

10

〇国内産糖は、糖価調整制度によって生産振興が図られている。
〇海外からの精製糖は、高い水準の国境措置を通じて輸入を阻止し、沖縄・鹿児島・北海道の甘味資源作

物や、これを原料とする国内産糖の製造事業、国内産糖と輸入粗糖を原料とする精製糖製造事業が成り
  立つようにすることで、砂糖の安定供給を確保している。



＜参考＞国内における砂糖の流通
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〇国内の砂糖は、国産原料（てん菜・さとうきび）由来のものと輸入原料糖由来のものがある。

〇精製糖工場で精製された砂糖は、原料糖を原材料としているため、「（輸入国）製造」や「国内製造」
の表示となる。

原料生産 製糖行程 精製行程

てん菜（北海道）
355万トン

さとうきび
（沖縄県・鹿児島県南

西諸島）
129万トン

てん菜糖工場
（３社８工場）

産糖量：56万トン

甘しゃ糖工場
（14社16工場）

産糖量：13万トン

精製糖工場
（15社12工場）

生産量：137万トン

てん菜白糖
(39万トン)

【原材料名】
「てん菜(北海道)」

白糖
(137万トン)

【原材料名】
「原料糖（(輸入国)製造）」
「原料糖(国内製造)」

原料糖
17万トン

原料糖
13万トン

輸入原料糖
（タイ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱ等）

107万トン

※数字は令和4砂糖年度(見込み)

黒糖(含蜜糖) (１万トン)

【原材料名】
「さとうきび（沖縄県産）、（鹿児島県産）、
（○○島産）」



12※農林水産省の資料をもとに中央会作成
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※砂糖の場合

調整金

支援財源充当
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(H30.12～)

国内産の原料糖

輸入原料糖価格
(平均輸入価格)

標
準
的
な

原
料
の
生
産
費

標
準
的
な

製
造
経
費
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取引価格
(品代)

生産者の収入甘しゃ糖 てん菜糖

加重平均

政策支援
(国内産糖
交付金)

政策支援
(経営所得
安定対策)

砂
糖
の

販
売
価
格

糖業者の収入 市場における取引

国庫

指定糖調整率
39.32%
(R6.10～)

機構売戻価格
(精製糖企業の調達価格)

当事者間の事
前の取り決め
に基づき取り
分を決定。

（収入分配方式）

事業者
取り分

（46）

（54）

国内価格

異性化糖
(R6.4～)

調整金

平均供給価格
(異性化糖の販売価格)

異性化糖標準価格
(異性化糖ベースに換算
した砂糖の販売価格)

換算係数見直し
により上昇

８．糖価調整制度の仕組み

〇糖価調整制度においては、輸入粗糖と輸入加糖調製品、異性化糖からの調整金収入を主な原資として、
国内産糖（原料生産者、糖業者）に対する支援（調整金支出）が行われている。

※粗糖を輸入する精製糖企業から調整金を徴収し輸入粗糖の価格を引き上げ、甘味資源作物生産者・国内産糖製造事業者に対し交付金を交付することで
国内産糖の価格を引き下げる。

※甘味全体の需給が減少する中、異性化糖の需給はやや増加から横ばいで推移しており、異性化糖調整金は平成23年度以降発生していない状況。砂糖と
異性化糖の用途糖の現状を踏まえ、令和6年4月から異性化糖の換算計数について見直しがされ、13年ぶりに異性化糖の調整金が発生。

※加糖調製品は、需要が長期的に増加傾向で推移しており、CPTPPを契機として平成30年度から調整金を徴収。

※持続的な制度運営に向け、令和6砂糖年度から指定調整率が37％⇒39.32％に見直された。



加糖調製品に係る調整金発生イメージ輸入粗糖にかかる調整金発生イメージ

13

異性化糖に係る調整金発生イメージ

〇平成30年12月より糖価調整制度において、加糖調製品が新たに調整金の
対象とされ、これを国産の砂糖の支援財源に充当すること等を通じて国
産の砂糖の競争力の強化を図っている。

〇また、ＣＰＴＰＰの合意に基づき加糖調製品のＣＰＴＰＰの枠内税率が
毎年引き下げられることに合わせ、枠外・非TPP11国に係る関税も引き下
げ、その分加糖調製品調整金を増額するという対応が行われている。

〇異性化糖については、糖価調整制度上調整金を徴収することができるが、
輸入コーンの価格動向から平成23年以降調整金が発生していない。

〇農林水産省は令和６年４月より、調整金徴収の基準となる「異性化糖標
準価格」の算定方法を見直したことで、異性化糖調整金が発生。

〇調整金単価については、（調整基準価格－平均輸入価格）×調整率で算
定される。

〇調整金は、調整基準価格と輸入糖価格の差に調整率を乗じて計算される
ため、輸入糖価格が上昇すると、調整金収入も減少する。

【補足】
◎調整基準価格…特に効率的な原料作物の生産費に特に効率的な製品の製

造経費を加えた額を基礎として算定
※食料・農業・農村政策審議会甘味資源部会の審議によ
り毎年９月に翌砂糖年度の価格が決定される

◎調整率…輸入品と国内産品の合計数量に占める国内産品の数量比を基礎
に農林水産省が決定

◎平均輸入価格…一定期間の海外における代表的な粗糖の市価の平均額に
輸入するまでの運賃その他の諸掛りの標準額の平均額を
加えて得た額を基準として、四半期ごとに設定される。
※調整金単価も四半期ごとの設定

◎加糖調製品軽減額…加糖調製品徴収金を交付金支出に充てることに伴う
調整金の軽減額（30年12月より）



９．砂糖食料自給率と甘味全体の需要量の推移（砂糖をめぐる最大の課題）

〇砂糖は国民生活になくてはならない食品の一つである。
〇砂糖の食料自給率は34%。食料安全保障上も重要な役割を担っているが、消費者志向や食生活の変化等
により甘味全体の需要量が減少傾向で推移する中、砂糖については異性化糖や加糖調製品、人工甘味料
との競合もあり、需要量の減少が大きくなっている。
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■国民に対する総カロリー供給量に砂糖が占める割合は約８％
であり、食料安全保障上、重要な食品。

■砂糖の食料自給率は34％（供給熱量全体に占める国産糖割合
は約３％）。うちてん菜糖は７～８割を占める。

⇒基本計画における目標「カロリーベース45%」に向けては、砂
糖の果たす役割も大きい。 ※数字はいずれも令和４年度実績

（農林水産省・令和６年11月 関税・外国為替等審議会資料）より



＜参考＞人工甘味料を含めた甘味と砂糖の一人あたり消費量について

○日本人一人当たりの年間甘味消費量は、過去と比較すると若干低下している。
〇内訳をみると、近年は嗜好の変化や低カロリー食品の需要増加により、砂糖の消費が大きく減少して
いる一方で、異性化糖や加糖調製品、そして人工甘味料の消費が増加している。

《甘味消費量および内訳の過去と現在》

22.1 

14.4

4.6 

6.1

1.0 

2.8

0.00

2.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S57 R3

人工甘味料 加糖調製品 異性化糖 砂糖

合計：
27.7kg/年/人

資料：食品添加物総覧（㈱食品化学新聞社）および砂糖及び異性
化糖の需給見通し（農林水産省）よりてん菜業務課作成

合計：
26.2kg/年/人

【異性化糖】

例）原材料名に、
「果糖ぶどう糖液糖」と表記

・ブドウ糖と果糖を主成分とする液状糖で、主に輸入コー
ンスターチなどのでん粉を酵素で分解して作られる

・業務用として清涼飲料やパン、乳製品等に使用される

【加糖調製品】

例）ココア調整品、粉乳調整品
加糖あん

・砂糖に他の食品素材を混合した食品加工用原料

・パンや飲料、菓子など砂糖を含む製品に使用

・砂糖より安価なことから、製造コストを抑えるために使
用されることが多く、大半が輸入品

【人工甘味料】

例）スクラロース
アスパラテーム
アセスルファムK

・化学合成により作られる甘味料

・甘味度が砂糖の200～600倍あり、体内で消化・吸収され
ないものが多いことから、低カロリーを打ち出した商品
に多く使用されている

・肥満に寄与するなど、逆効果を指摘する研究もある

15



＜参考＞砂糖と競合する甘味(加糖調製品、輸入異性化糖、人工甘味料)の優位性

〇砂糖と比較して低価格であることが、競合する甘味の最大の優位点である。
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【輸入加糖調製品と国内の砂糖の取引価格】

輸入異性化糖

• 異性化糖は、糖価調整制度上は調整金の対象となっている
が、現在の供給価格は、制度上調整金を徴収できない水準
であることから、平成22年以降１度も調整金を徴収してい
ない。

• 一方、異性化糖は砂糖よりも安価で市場流通している。

人工甘味料

加糖調製品

• 人工甘味料は食品衛生法上の「食品添加物」であり、糖価
調整法上での扱いは困難。

• 一方、低カロリー食品・飲料には多くの人工甘味料が使用
されており、砂糖と競合関係にあることは明らか。

• 加糖調製品調整金を財源とした、輸入糖調整金の軽減措置（砂糖価格の引き下
げ）が行われているが、輸入加糖調製品自体の価格水準が変わっていないこと、
輸入糖の価格上昇等の要因により、依然として価格差が存在している。

引用：加糖調製品をめぐる動向等について（関税・外国為替等審議会）

【上白糖と異性化糖の卸売価格（/kg）】

上白糖 異性化糖（果糖分55％）

平成27年 185円 137.5円

平成30年 189円 137.5円

令和元年 188円 137.5円

令和２年 188円 137.5円

令和３年 194円 145.8円

令和４年 210円 152.9円

令和５年 232円 172.5円

令和６年 (249円) (173.1円)

仕入価格（1kgあたり) 砂糖(1kg)の甘さに相当するコスト 回答した企業の割合

スクラ
ロース

～3千円
3千円～5千円
5千円～1万円
1万円～2万円

15円未満
15円～25円
25円～50円
50円～100円

17%
8%
25%
8%

アセスル
ファムK

～3千円
3千円～5千円
5千円～1万円
1万円～2万円

15円未満
15円～25円
25円～50円
50円～100円

30%
15%
10%
15%

【砂糖1kgに相当する人工甘味料のコスト】

50%

55%

※ALICの調査結果をもとに輸入糖通信社が推計

（砂糖及び異性化糖の需給見通し）



10.JAグループ北海道等によるてん菜安定生産及び糖価調整制度の安定運営等への貢献

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000
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20,000,000

40,000,000

60,000,000

80,000,000

100,000,000

120,000,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

天下糖一プロジェクト事業予算

砂糖類消費拡大取りまとめ

てん菜の作付面積

直播率（％） 25.7 27.9 31.2 35.5 40.2 44.3 50.3

砂糖消費拡大対策の実施

〇糖価調整制度の安定運営に向けて、砂糖の消費拡大に資す
る取り組みを実施。

〇➀生産者、関係者による砂糖類製品の取りまとめや、➁生

産者拠出による天下糖一プロジェクトを合わせて、

年間１億円規模の独自対策を実施。

〇なお、この他、行政単位でも独自対策が実施されている。

てん菜直播栽培の増加

〇コスト削減、省力化に向けて、てん菜の直播栽培を推進。

〇直近で、直播栽培の割合は50.3％まで増加。

てん菜作付面積の減少

〇R4.12に示された、てん菜方針を踏まえ、

Ｒ4→R6で▲6,335haの作付面積の減少

〇なお、Ｒ６作付面積は48,847haと、上記てん菜方針で示さ
れたＲ８作付指標面積50,000haを既に1,153ha下回る状況。

〇JAグループ北海道を始めとした、てん菜にかかわる北海道内関係者は、R4.12に農林水産省から「持続的なてん菜生産に向けた今後の対応
について(以下、てん菜方針)」が示される前から、糖価調整制度の安定運営やてん菜の安定生産に向けて、以下のとおり様々な対応を
図ってきた。

〇また、てん菜方針内容を不服としながらも糖価調整制度にかかわる関係者の一員として、方針決定以降も制度の安定運営に継続して協力。

(円) (ha)

てん菜方針（R4.12～)

【主な内容】
〇R8までに、てん菜の作付面積
50,000haまで削減

〇交付対象数量を55万tに引き下げ

▲6,335ha

糖価調整制度の安定運営への貢献について、適正に評価いただく必要がある 17
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＜参考＞令和６年度天下糖一プロジェクトの主な取り組み

(２)天下糖一プロジェクトオリジナルスイーツの開発・販売

(４)JAグループ北海道（天下糖一PJ）×新日本プロレスのコラボ動画(３)各種イベントへの特別協賛

×

(１)生産者・関係者取りまとめの実施
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Ⅱ．生産者収入の仕組みと令和６年産収入見込み
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１．生産者収入の仕組み

〇産糖量が交付対象数量までの生産者収入は、販売価格【品代】と経営所得安定対策交付金【数量払】か
らなる。

〇品代は原料代金として糖業者からホクレン共同計算を通してJA→生産者へ支払われる。
〇数量払は国から支払われる直接交付金。
〇交付対象数量を超える数量は支援対象外数量となる。
※品代の精算については、道畑青対の承認を以て決定となる。

20



○国内の砂糖価格は、砂糖の流通価格の基礎となる海外の粗糖価格の上昇や為替（円安）の影響を受け
て高い状況が続いている。

〇国内市価は、令和３年３月より上昇し始め、令和6年1月末には250円/kgまで上昇している。
○原料てん菜の品代は、これら砂糖の国際相場や国内市価と連動している。

２．砂糖の国際相場及び国内市価の推移
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《海外の粗糖価格（粗糖現物価格）および国内市価（日経市価）の推移》

（㌣/㍀） （円/kg）

※SY＝砂糖年度（10月～翌年9月）
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▲0.1%毎 基準16.6% ＋0.1%毎

課税事業者
▲62円/t

5,070円/t
＋62円/t

免税事業者 5,290円/t

３．令和6年産 品代単価【見込】および数量払単価

《令和6年産数量払単価》

《令和6年産品代単価【見込】》※消費税抜きの単価

てん菜品代単価（円/ｔ）＝181,395円 × 1.0123（見込）× 46％ ×（糖分-0.2％）

流通経費等
（流通業者がユーザー
に卸す際の建値）

精製糖加工
経費等
約53円/kg

調整金
約12円/kg

粗糖平均輸入
価格

110円/kg

輸入粗糖売戻価格

日経市価
46％

54％

生産者

糖業者

分配
比率

前年産白糖
理論市価

181,395円/砂糖t

変動率
当年10月～翌年1月
前年10月～当年9月

砂糖の販売価格

前年10月～
当年9月の価格

（ （

砂糖及びでん粉の価格
調整に関する法律に規
定する額に白糖の標準
的な販売費用の額を加
えた額。

【見込】
1.0123

（250円kg）

181円/kg

122円/kg

砂糖換算
128円/kg

品代見込
14,961円/原料t

(16.6%・税込※）

数量払
5,070円/原料t
（16.6%）
※課税対象者

○令和６年産の品代単価（見込）および数量払単価は以下のとおり。

※品代見込（税込）は
品代単価（税抜）×1.08
としています
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年 産 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6見込

理論市価（円/t） 142,655 134,686 129,855 129,297 136,303 151,223 167,507 181,395

変動率 0.9832 0.9938 1.0000 1.0000 1.0432 1.0579 1.0657 (1.0123)

16.6%品代（税込） 11,428 10,906 10,580 10,534 11,585 13,034 14,544 (14,961)

16.6％数量払（税込） 7,366 7,366 7,636 6,840 6,840 6,840 5,070※ 5,070※

16.6％品代+数量払 18,794 18,272 18,216 17,374 18,425 19,874 19,614 (20,031)

４．原料てん菜における品代と数量払の過年度比較

《理論市価および原料トン当り品代・数量払推移（理論市価は円/砂糖t、品代・数量払は円/原料t）》

11,428 円/t 10,906 円/t 10,580 円/t 10,534 円/t
11,585 円/t

13,034 円/t
14,544 円/t

(14,961円/t)

7,366 円/t 7,366 円/t 7,636 円/t
6,840 円/t

6,840 円/t

6,840 円/t
5,070 円/t 5,070 円/t

0

5,000

10,000

15,000

20,000

29年産 30年産 元年産 2年産 3年産 4年産 5年産 6年産

品代 数量払
(20,031

円/t)
19,874
        円/t

18,794
円/t

18,272
円/t

18,216
円/t 17,374

円/t

18,425
円/t

19,614
円/t

(円/ｔ）

○令和6年産の品代（見込、税込）は昨年より上昇する見込みとなっている。

※課税事業者向け価格
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５．令和6年産 原料てん菜10a当り収入（見込）

【数量払】※課税事業者向け

▲0.1%毎 基準糖度16.6% +0.1%毎 15.7％

▲62円/t 5,070円/t +62円/t 4,512円/ｔ

7.13t/10a×4,512 円/t ＝ 32,171 円/10a

【品代】

品代単価｛前年産白糖理論市価×変動率×分配比率×歩留り｝

×消費税

＝181,395円 × (1.0123) × 46% × (15.7－0.2)% × 1.08

＝14,140 円/t

 7.13t/10a × 14,140 円/t ＝ 100,818 円/10a

合計： 132,989円/10a

（円/10a）

品 代

100,818円/10a

数量払

32,171円/10a

○全道平均の10a当たり収入は132,989円/10aが見込まれる。

※単収 7.13t/10a、糖度 15.7%（令和6年産 実績値（全道平均））を用いて試算
※交付・支援対象比率ともに1.00000として試算
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６．原料てん菜10a当たり収入 過年度比較 ※全道平均で算出

単収(ｔ/10a) 6.71 6.31 7.07 6.89 7.06 6.42 6.66 7.13

糖分(％) 17.1 17.2 16.8 16.4 16.2 16.1 13.7 15.7

交付対象比率 0.968 1.000 0.967 1.00000 1.00000 1.00000 1.00000 (1.00000)

数量払(円/10a) 49,858 48,827 53,053 46,273 46,540 41,923 21,792 (32,171)

品代(円/10a) 77,017 71,335 74,422 71,697 79,799 81,130 79,734 (100,818)

○交付対象数量での収入比較。

※29年産については委託加工精算と原料てん菜特別対策費（てん菜基金）が別途加算。
※元年産については委託加工精算と生産構造対策費が別途加算。
※５年産以降については課税事業者向けの数量払単価で計算。

18,908 
円/t

19,043 
円/t

18,030 
円/t

17,122 
円/t

17,895 
円/t

19,167 
円/t

15,244 
円/t

(18,652 
             円/t)

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

29年産 30年産 元年産 2年産 3年産 4年産 5年産 6年産

品代～支援対象分(円/10a) 数量払(円/10a) t当たり収入(円/t)

101,526
円/10a

126,875
円/10a 120,162

円/10a

127,475
円/10a 117,970

円/10a

126,339
円/10a

123,053
円/10a

(132,989
円/10a)

(円/10a) (円/t)
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(注) 交付金の見込み額については、数量払い金額＜面積払い金額の場合、面積払い（20,000円/10a×面積）で収入を得るものとして

算定しています（表の色つき部分）。実際に面積払いで交付金を受ける場合には、農政事務所へ理由書の提出が必要となります。

単位：円/10a

4.00 4.50 5.00 5.50 6.00 6.50 7.00 7.50 8.00 8.50 9.00 9.50 10.00

12.5 11,221 2,528 13,749 64,884 70,495 76,105 81,716 87,326 92,937 98,547 104,158 109,992 116,867 123,741 130,616 137,490

13.0 11,677 2,838 14,515 66,708 72,547 78,385 84,224 90,062 95,901 101,739 108,863 116,120 123,378 130,635 137,893 145,150

13.5 12,133 3,148 15,281 68,532 74,599 80,665 86,732 92,798 99,327 106,967 114,608 122,248 129,889 137,529 145,170 152,810

14.0 12,589 3,458 16,047 70,356 76,651 82,945 89,240 96,282 104,306 112,329 120,353 128,376 136,400 144,423 152,447 160,470

14.5 13,045 3,768 16,813 72,180 78,703 85,225 92,472 100,878 109,285 117,691 126,098 134,504 142,911 151,317 159,724 168,130

15.0 13,501 4,078 17,579 74,004 80,755 87,895 96,685 105,474 114,264 123,053 131,843 140,632 149,422 158,211 167,001 175,790

15.5 13,957 4,388 18,345 75,828 82,807 91,725 100,898 110,070 119,243 128,415 137,588 146,760 155,933 165,105 174,278 183,450

16.0 14,414 4,698 19,112 77,656 86,004 95,560 105,116 114,672 124,228 133,784 143,340 152,896 162,452 172,008 181,564 191,120

16.5 14,870 5,008 19,878 79,512 89,451 99,390 109,329 119,268 129,207 139,146 149,085 159,024 168,963 178,902 188,841 198,780

16.6 14,961 5,070 20,031 80,124 90,140 100,155 110,171 120,186 130,202 140,217 150,233 160,248 170,264 180,279 190,295 200,310

17.0 15,326 5,318 20,644 82,576 92,898 103,220 113,542 123,864 134,186 144,508 154,830 165,152 175,474 185,796 196,118 206,440

17.5 15,782 5,628 21,410 85,640 96,345 107,050 117,755 128,460 139,165 149,870 160,575 171,280 181,985 192,690 203,395 214,100

18.0 16,238 5,938 22,176 88,704 99,792 110,880 121,968 133,056 144,144 155,232 166,320 177,408 188,496 199,584 210,672 221,760

※品代（円/t、税込）：品代単価｛181,395円/t × 1.0123 × 0.46 ×（糖度－0.2）%、消費税抜き｝×1.08　にて試算した。

※数量払（円/t）：16.6%時 5,070円/t（0.1%毎に±62円/t）

糖
度
（
％
）

＜参考＞令和6年産原料てん菜　10a当たり収入早見表（税込）　※課税事業者向け

品代
（円/t）

数量払
（円/t）

品代＋
数量払
（円/t）

反収（ｔ/１０a）

【 品代 ＋ 交付金 （数量払い もしくは 面積払い） 】 ※面積払いの場合は緑枠内の金額 見込
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Ⅲ．令和７年産てん菜生産に向けて
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１．令和７年産てん菜作付指標面積の確保に向けて

○ＪＡグループ北海道が目標としている令和８砂糖年度で産糖量55万トン水準の生産（50,000ha）を令
和６年度で下回る結果なった。輪作体系の維持や糖業の工場運営など、てん菜の生産基盤の維持が懸
念される状況となっていることから、各ＪＡにおいては、令和７年産てん菜作付意向面積の達成に向
けた推進を図るとともに、生産基盤維持に向け北海道全体で50,500㏊の確保に努めることとする。

【作付指標設定の考え方】

❶作付指標については、全道の作付指標（令和７年産：50,500ha）の範囲内で
ＪＡ別に設定する。

❷各ＪＡの作付指標については、各ＪＡの作付意向を基本とし、以下のように
ＪＡ別の作付指標の合計が全体の作付指標面積となるよう調整。

・国の示す令和７年産作付指標面積（全道合計）：50,500ha…（ア）
・各ＪＡの令和７年産作付意向面積の合計：49,572ha…（イ）
・（ア）＞（イ）となることから、50,500haを令和７産作付意向面積で案分し

て配分する。

【作付指標推進の考え方】

❶各ＪＡにおいて、てん菜生産基盤の維持の観点から、作付指標面積の確保に
向けて努める。

【令和７年産作付指標設定・作付指標推進の考え方】
R7意向面積 Ｒ7作付指標 R7意向面積 Ｒ7作付指標

(ha) (ha) （ha） 面積（ha） (ha) (ha) （ha） 面積（ha）

函館市亀田 6.4 6.1 6.0 6.1 帯広市川西 1,490.9 1,418.93 1,429.0 1,455.8

新函館 238.8 210.3 230.0 234.3 帯広大正 1,551.1 1,439.4 1,420.0 1,446.6

今金町 126.4 133.5 150.0 152.8 中札内村 1,084.4 1,078.3 1,070.0 1,090.0

ようてい 1,111.9 1,055.8 1,050.0 1,069.7 更別村 1,841.7 1,818.9 1,800.0 1,833.7

きょうわ 17.7 14.3 15.0 15.3 忠類 74.3 72.3 80.0 81.5

とうや湖 286.3 262.0 265.0 270.0 大樹町 458.2 450.8 463.0 471.7

伊達市 252.1 228.9 245.0 249.6 広尾町 207.9 213.9 211.0 215.0

とまこまい広域 563.8 504.2 481.0 490.0 芽室町 2,577.3 2,534.2 2,550.0 2,597.7

鵡川 54.0 39.9 40.0 40.7 十勝清水町 1,228.6 1,129.5 1,135.0 1,156.2

びらとり 26.6 17.6 19.0 19.4 新得町 156.6 152.3 151.0 153.8

北石狩 86.8 68.5 85.0 86.6 鹿追町 922.9 852.6 863.0 879.2

道央 975.6 904.7 936.0 953.5 木野 340.5 305.3 310.0 315.8

いわみざわ 165.2 158.0 177.0 180.3 音更町 2,405.9 2,265.2 2,230.0 2,271.7

南幌町 74.4 57.7 60.0 61.1 士幌町 1,991.2 1,930.1 2,000.0 2,037.4

美唄市 24.9 45.9 60.0 61.1 上士幌町 610.6 573.0 569.0 579.7

峰延 5.1 8.6 10.0 10.2 札内 471.9 450.4 450.0 458.4

月形町 24.5 29.0 35.0 35.7 幕別町 1,308.1 1,272.0 1,225.0 1,247.9

ながぬま 30.4 31.3 29.0 29.5 十勝池田町 761.5 711.1 730.0 743.7

たきかわ 15.3 15.1 15.0 15.3 豊頃町 415.1 354.7 350.0 356.6

きたそらち 17.9 19.0 18.0 18.3 浦幌町 1,299.7 1,216.5 1,250.0 1,273.4

そらち南 169.6 163.2 168.0 171.1 本別町 964.2 885.9 880.0 896.5

北いぶき 26.2 24.3 27.0 27.5 足寄町 414.0 392.4 420.0 427.9

るもい 180.6 161.3 185.0 188.5 陸別町 37.6 28.2 35.0 35.7

東神楽 177.7 190.6 190.0 193.6 オホーツクはまなす 173.3 169.3 180.0 183.4

東旭川 2.11 2.0 2.0 佐呂間町 400.2 418.4 401.0 408.5

美瑛町 943.0 918.31 920.0 937.2 湧別町 231.4 239.2 226.0 230.2

北ひびき 799.9 807.12 800.0 815.0 えんゆう 325.4 317.2 306.0 311.7

道北なよろ 77.6 60.37 60.0 61.1 津別町 632.1 640.1 630.0 641.8

北はるか 65.8 48.33 47.0 47.9 美幌町 2,058.5 1,922.6 2,030.0 2,068.0

ふらの 871.3 854.95 800.0 815.0 女満別町 1,365.0 1,302.0 1,394.0 1,420.1

常呂町 1,055.9 1,029.7 1,046.0 1,065.6

※R6.2月　中央会意向調査結果 オホーツク網走 4,216.6 4,101.9 4,195.0 4,273.5

※R5、R6実測面積（ビー協調べ） 小清水町 2,576.6 2,491.7 2,577.0 2,625.2

しれとこ斜里 2,425.0 2,285.7 2,375.0 2,419.5

清里町 2,260.8 2,232.1 2,277.0 2,319.6

きたみらい 2,946.4 2,759.4 2,840.0 2,893.2

摩周湖 279.2 249.7 254.0 258.7

中標津町 100.4 95.7 95.0 96.8

その他（研究機関等） 4.2 5.1

合計 51,080.6 48,846.7 49,572.0 50,500.0

JA
R5実績面積 R6実績面積

JA
R5実績面積 R6実績面積

【令和７年産てん菜作付指標面積の各ＪＡ別配分】
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＜参考＞自民党野菜・果樹・畑作物等対策委員会の決定内容（令和６年12月）

持続的なてん菜生産に向けた今後のあり方とは…

✓令和８年産の特例数量

✓令和９年産以降の方向性（交付対象数量等）



２．令和６年度補正予算＿畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策事業の概要

30

○今年度については、従来措置されてきた「持続的畑作生産体制確立緊急支援事業(32億円)と「甘味資
源作物産地生産体制強化緊急対策事業(26億円)」を統合し「畑作物産地生産体制確立・強化緊急対策
事業(58億円)」として措置された。

〇調整金収支改善に向けて、糖価調整制度安定運営緊急対策交付金60億円が措置された。
〇また、JAグループ北海道から強く要望していた「てん菜から他作物への転換メニュー」は廃止され、
「ストックポイント整備への支援メニュー」が新たに措置されている。

（別記２）かんしょ生産構造転換産地づくり支援事業

（別記５）ばれいしょ生産構造転換産地づくり支援事業

（別記６）種ばれいしょの新産地形成支援事業

（別記７）種ばれいしょ生産の省力技術確立事業

（別記８）種ばれいしょの安定供給対策事業

（別記９）ばれいしょの病害虫抵抗性品種普及拡大事業

（別記 10）豆類の安定生産等対策事業

（別記 11）そばの安定生産安定供給対策事業

（別記 12）なたねの品種転換に係る交雑防止対策事業

（別記 13）病害虫まん延防止対策事業

（別記 14）新たな生産体系確立支援事業

（別記 15）労働負担軽減対策事業

（別記 16）環境配慮型生産体系確立支援事業

（別記 20）国産そばの新規需要拡大事業

（別記 21）持続的な流通体系確立支援事業

（別記 22）かんしょ生産拡大対策整備事業

（別記 24）ばれいしょ生産拡大体制整備事業
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ご清聴ありがとうございました
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